
 

 

                                                                          

 

 

 

 

 

 

 

戦争法廃止!  参院選で野党勝利を! 

6・５全国総がかり大行動! 
「市民連合」と「総がかり行動実行委員会」が呼び掛け、６月５日(日)午後２時から３時半まで、

「明日を決めるのは私たち―政治を変えよう！６・５全国総がかり大行動」が国会と霞ケ関周辺で

行われます。５月３０日記者会見した実行委員会の福山真劫氏らは、「テーマは戦争法廃止、貧困・

格差是正、参院選野党勝利、安倍政権退陣。市民の声に押されて参院３２の１人区で野党統一候補

が決まりつつあり、戦争法廃止と安倍政権退陣の展望が見え始めた。『６・５全国総がかり大行動』

を７月の参院選に向けた全国的取り組みとして、１２万人が集まった昨年８月３０日の総がかり大

行動を上回る規模で成功させたい」と語りました。 

また、記者会見では、それぞれの団体の代表が大行動の成功や、参院選への決意を語りました。 

市民連合を代表して参加したＳＥＡＬＤｓの本間信和さんは「（戦争法案反対、安倍政権退陣を

求める）昨年のような風景を、それぞれの地域や国会前で可視化したい」。また、全国で野党共闘

が進んでいることにふれ、市民と野党の「安倍政権に反対する人が一枚岩になって選挙活動をした

い」とのべ、「参院選は安倍政権の信を問う選挙にする」と強調。「いろんな地域で頑張っている人

たちと一緒になって選挙をたたかっていきたい」と語りました。 

さらに、総がかり実行委員会の岸本啓介さん（憲法共同センター） 

は、取り組みを進めている戦争法廃止の「２０００万署名」と合わせ 

て、「前回の国政選挙で棄権した５０００万弱の人たちを動かす運動を 

やり抜きたい」と決意を表明し、「この大行動を跳躍台にして、アピー 

ルしていく」と訴えました 

 大行動では、国会正門前、農林水産省・霞ケ関郵便局前、日比谷公園 

かもめの広場の３カ所に設けられたステージで、野党代表、学者と著名 

人らのスピーチが予定されています。 
 

全国各地で計画、そして「学者の会」も行動 
市民の力で政治を変えようと各地で計画が進む「６・５全国総がかり大行動」。午後２時半から

５分間、「政治を変える」「市民が変える」と書かれたプラカードを掲げる全国いっせいパフォーマ

ンスが行われます。すでに２０以上の地域で総がかり行動が予定されており、戦争法廃止、貧困・

格差是正、参院選での野党勝利などをテーマに声をあげます。 

 また、総がかり大行動に先立つ午後０時半から１時半まで､｢安全保障関連法に反対する学者の

会｣が｢全国大学有志の会 総決起行動」を国会正門前北庭側後方にある公園入り口でおこないます。 
 

兵庫 戦争法廃止！  6.5 淡路集会 
６．５淡路集会実行委員会は、全国総行動の呼びかけに応え、洲本市で「６．５淡路集会」を開

催します。実行委員会は、次のように呼びかけています。 
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「私たちは、これまで戦争法案を阻止するために３度にわたり集団的自衛権行使容認反対淡路集

会にとりくみ、のべ５００名が参加する集会を開催し、広く市民に訴えてきました。暴走する安倍

政権を止めるには、この間培われた市民一人ひとりの立ち上がりを継続するしかありません」。そ

して、 兵庫県弁護士会主催の「５・２８憲法違反の安保法制＆特定秘密保護法廃止兵庫大集会パ

レード」や「戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会」の全国総行動の呼びかけに呼

応し、思想・信条・立場の違いを越え、「戦争法廃止、安倍政権の暴走を許さない！６．５淡路集

会」を開催します。 憲法改悪に反対するすべての労働組合、市民団体、市民の皆様に「戦争法廃

止、安倍政権の暴走を許さない！ ６．５淡路集会」に参加を、と呼びかけています。 

○時間： 集会 １４時〜 デモ １４時４５分〜 会場： 兵庫県洲本市 洲本市民広場 

○連絡先 mail: awajishukai@gmail.com ６．５淡路集会実行委員会 
 

大阪 6.5「おおさか総がかり大行動」を開催 
大阪では、６月５日(日)１６時半～から、「６．５おおさか総がかり大行動@ヨドバシカメラ前―

明日を決めるのは私たち―」が計画されています。全国での総がかり大行動の呼びかけにこたえ、

アクションに連帯して、大阪総がかり行動実行委員会が主催する取り組み─「おおさか総がかり大

行動」です。 

実行委員会は、「戦争を可能にする法律を廃止しましょう。格差・貧困を広げ、命をないがしろ

にする政治は変えましょう。６月５日。市民が立ち上がり、戦争法廃止、安倍政権退陣で、私たち

の未来を切り開きましょう」と呼びかけています。 

当日は、①４野党からのスピーチ、②国会前行動と連帯して一斉スタンディング・コール、③実

行委員会団体よりアピール、④国会前行動と連帯して一斉スタンディング・コール 

が予定されています。 
 

京都 呼びかけに応え、「６・４京都大行動」 
 戦争法廃止と安倍政権退陣を求める声を京都から大きく上げようと、６月４日午後２時から、京

都市東山区の円山公園音楽堂で、「６・４京都大行動」が実施されます。この行動は「全国総がか

り大行動」に呼応して開催されるものです。 

 呼びかけに応え、開催するのは「安保法制(戦争法)廃止をめざす市民アクション＠きょうと」、

平和憲法を守り生かす京都共同センターなど 82団体です。 

 集会後、午後３時２０分から円山公園から京都市役所前までパレードを行う計画です。 

 

野党共闘、今国会に共同提出法案は１３本 
日本共産党、民進党、生活の党、社民党の４野党は、安倍政権の暴走から国民の暮らしや権利を

守るためのさまざまな法案を共同提出し、政策的な一致点を広げています。  

２月の野党党首会談で確認し、会談直後に提出された戦争法（安保法制）廃止法案を筆頭に、社

会保障、雇用、子育て、男女平等、被災者支援、税制など幅広い分野での共同となっており、野党

共闘が現実政治を動かしています。 

○介護・保育職員などの処遇改善  低賃金による人手不足が深刻化している介護・福祉分野では、

賃金を平均で月１万～６０００円引き上げる介護職員等処遇改善法案を提出しました。待機児童

の解消をはかるため、保育士の給与を月額５万円引き上げる保育士処遇改善法案も提案していま

す。安倍内閣が保育士や介護職員の賃上げに背を向けるもとで、国民の願いに応える野党の姿を

浮き彫りにしています。これに押されて、安倍内閣は「１億総活躍プラン」で賃上げを打ち出さ

ざるをえなくなっています。 



 

 

○児童扶養手当を拡充する改正案  ひとり親家庭に支給される児童扶養手当について、第２子以

降の加算額を１万円に増額し、支給対象も拡大します。ひとり親家庭の子どもの大学進学への支

援にもなるものです。 

○残業時間の法規制などを盛り込んだ労働基準法改正案  安倍内閣が提出している労働時間の

規制を撤廃する「残業代ゼロ」法案への対案として期待を集め、労働界が一致して「安倍内閣を

倒し、実現しよう」と声を上げています。 

○選択的夫婦別姓  選択的夫婦別姓制度を導入する民法改正 

 案は、復古的な家族観から夫婦別姓に反対する自民党などに 

は望めません。 

○ほかにも、畜産農家を支援するために、牛肥育経営安定特別 

 対策事業と養豚経営安定対策事業を法制化する改正案、性暴 

力被害者支援法案を衆院に提出。参院にも、法人税法改正案、 

会社法改正案、金融商品取引法改正案の３本を共同提出して 

います。 

 

沖縄 ６月１９日に那覇で県民大会 
―女性遺棄事件 数万人規模目指すー 

  米元軍属（元海兵隊員）による女性殺人遺体遺棄事件を受け、名護市辺野古の新基地建設阻止

を掲げる「オール沖縄会議」は５月２３日の会合で、事件に抗議する県民大会を６月１９日に那覇

市の奥武山公園で開催することを決めました。数万人規模を目指す方針です。 

  事件に抗議の意思を示すとともに、米軍普天間飛行場の閉鎖・撤去、県内移設断念などを盛り込

んだ「建白書」の実現を目指します。また、日米地位協定の改定、在沖米軍基地の大幅な整理縮小

なども訴える予定です。 

 開催は現段階でオール沖縄会議が中心となりますが、県政野党の自民党も含めた超党派での開催

も視野に入れるとともに、翁長雄志知事にも参加を呼び掛ける計画です。 
 

安倍首相、地位協定改定触れず・日米首脳会談 
 安倍晋三首相は２５日夜、主要国首脳会議（伊勢志摩サミット）の開幕に先立ちオバマ米大統領

と三重県志摩市で約１時間会談しました。沖縄県で起きた米軍属による女性死体遺棄事件について

首相は、「断固抗議する」とオバマ氏に伝えるとともに、実効的な再発防止策の徹底を求めました。

日米地位協定について、両首脳は運用改善を図ることは確認しましたが、首相は改定までは要求し

ませんでした。全く情けない我が国の首相です。 
 

翁長知事、安倍首相との会談でオバマ大統領との面会求める 
 この日米首脳会談に先立ち、安倍晋三首相は５月２３日、元米海兵隊員の軍属が逮捕された女性

遺棄事件を巡り、沖縄県の翁長雄志知事と官邸で会談しました。この会談で翁長氏は、在日米軍の

綱紀粛正と再発防止を米政府に働き掛けるよう求めた上で、日米地位協定の抜本見直しを要請。来

日するオバマ米大統領に「直接話す機会を与えてほしい」と面会を求めていました。 

 首相は２６日開幕の主要国首脳会議（伊勢志摩サミット）に合わせて行うオバマ氏との首脳会談

で、厳正対処を申し入れる考えを表明しました。しかし、協定改定には消極的な姿勢を示しました。

呆れたことに、会談に同席した菅義偉官房長官は、翁長氏とオバマ氏の面会は困難との認識を示し

ました。 
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